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－1－ －2－ 

１． はじめに 
ホーローは、金属を下地としてその上にガラス質を高温で焼き付けたもので、昔から七宝などの装飾品や

台所用品として世界中の人に愛用されてきました。 

『リバーホーロー』は表面が滑らかで硬く、傷や薬品に強く、汚れにくく、また色褪せがなく、長期間の

激しい使用に耐え、高度な性能を維持するというホーローの特徴を活かし学校をはじめとする公共施設やオ

フィス等でコミュニケーションボードとして使用されています。 

また、『リバーホーロー』は熱にも強く、その不燃性を活かし建築内外装材およびトンネル内装材として

も利用されています。 

『リバーホーロー』はＪＦＥ建材（株）が３０年以上培ってきたホーロー技術をベースに２００３年４月

に稼動開始した最新ラインによって生産され、厳格に品質管理されている世界最高峰のホーロー鋼板です。 

 

２． リバーホーローの製造工程と加工技術 

２－１　製造工程 

『リバーホーロー』は、図ー１に示すような完全に自動化されたラインで生産されています。 

まず、ホーロー用素材はニッケル処理槽でニッケルメッキ処理され、下引きブースに入ります。ここでは

コンピューター管理されたロールコーター施釉装置や自動スプレー装置によって、適正かつ均一に下引き釉

薬を施釉し第一焼成炉で高温焼成されます。次に、上引きブースに進みますが、目的に応じた独自の仕上げ

釉薬を下引き同様、ロールコーターやスプレー方式で施釉し、第二焼成炉で焼成し高品質の『リバーホーロー』

が完成します。 

その後、自動探傷機および検査員の厳しいチエックを受け、目的に応じコイル巻きあるいはシート材とし

て切断加工し、製品となります。 

2－2－5　検   査 

『リバーホーロー』の製品検査は、ライン内に複数の自動探傷機を設置し探傷を行い、更に熟練した検

査員の目視による検査を平行して実施しています。また、オフラインにおいては一定のロット毎に、密着

性試験、色調、光沢度の測定および反り等の外観形状を測定し記録していますので、製品の履歴が一目瞭

然で把握できる体制になっています。 

 

３．リバーホーローの製品規格 
３－１　用途区分 

３－１　光沢度による分類 

『リバーホーロー』のコミュニケーションボードとしての用途を表面光沢度によって区分しますと、図－

２のようになります。 

２－２　加工技術 

2－2－1　ホーロー用鋼板 

『リバーホーロー』用の鋼板は、ＪＩＳ規格のホーロー用脱炭鋼板ＳＰＰ材よりも炭素量が非常に少ない

特殊なホーロー用鋼板ＫＴＭ（JFEスチール製）を使用しているため、８００℃を超える高温焼成におい

ても変形やホーロー欠陥の発生がありません。 

2－2－2　釉   薬 

『 リバーホーロー 』は、下引き釉薬と鋼板との化学反応を促進させ、素地金属との密着性を高めるた

めに少量のコバルト、マンガン等の酸化金属を含んでいます。 

一方、上釉薬（仕上げ釉）白色系（白、アイボリー、グレー）にはチタン白上釉、また暗色系には透明

釉をベースに顔料を添加しております。　　 

使用目的に応じた独自の配合管理を行い、製品の品質管理を行っています。 

2－2－3　施   釉 

コンピューター管理されたロールコーター施釉装置や自動スプレー装置により、均一な膜厚管理を行う

と共に平滑な表面性状を作り上げ、使用目的に最適な製品を生産しています。 

 2－2－4　焼   成 

『リバーホーロー』は、下引き焼成後、上引きを施釉、焼成する２回掛けホーローが行われます。 

２回掛け焼成のためホーロー膜厚が厚く、錆びに強く、耐久性に優れています。 

また、焼成炉の内壁はセラミックファイバーで構成され、ラジアントチューブによる加熱方式を採用し

ており非常に熱効率が良く均一な温度分布の焼成炉になっています。 

《リバーホーローおよびアルミメッキ鋼板ホーローの断面構造図》 

『リバーホーロー』は２回掛けホーローの為、１回掛けのアルミホーローより防錆力に優れております。 

図－１　用途による区分 

 図－２　光沢度による分類 
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１． はじめに 
ホーローは、金属を下地としてその上にガラス質を高温で焼き付けたもので、昔から七宝などの装飾品や

台所用品として世界中の人に愛用されてきました。 

『リバーホーロー』は表面が滑らかで硬く、傷や薬品に強く、汚れにくく、また色褪せがなく、長期間の

激しい使用に耐え、高度な性能を維持するというホーローの特徴を活かし学校をはじめとする公共施設やオ

フィス等でコミュニケーションボードとして使用されています。 

また、『リバーホーロー』は熱にも強く、その不燃性を活かし建築内外装材およびトンネル内装材として

も利用されています。 

『リバーホーロー』はＪＦＥ建材（株）が３０年以上培ってきたホーロー技術をベースに２００３年４月

に稼動開始した最新ラインによって生産され、厳格に品質管理されている世界最高峰のホーロー鋼板です。 

 

２． リバーホーローの製造工程と加工技術 

２－１　製造工程 

『リバーホーロー』は、図ー１に示すような完全に自動化されたラインで生産されています。 

まず、ホーロー用素材はニッケル処理槽でニッケルメッキ処理され、下引きブースに入ります。ここでは

コンピューター管理されたロールコーター施釉装置や自動スプレー装置によって、適正かつ均一に下引き釉

薬を施釉し第一焼成炉で高温焼成されます。次に、上引きブースに進みますが、目的に応じた独自の仕上げ

釉薬を下引き同様、ロールコーターやスプレー方式で施釉し、第二焼成炉で焼成し高品質の『リバーホーロー』

が完成します。 

その後、自動探傷機および検査員の厳しいチエックを受け、目的に応じコイル巻きあるいはシート材とし

て切断加工し、製品となります。 

2－2－5　検   査 

『リバーホーロー』の製品検査は、ライン内に複数の自動探傷機を設置し探傷を行い、更に熟練した検

査員の目視による検査を平行して実施しています。また、オフラインにおいては一定のロット毎に、密着

性試験、色調、光沢度の測定および反り等の外観形状を測定し記録していますので、製品の履歴が一目瞭

然で把握できる体制になっています。 

 

３．リバーホーローの製品規格 
３－１　用途区分 

３－１　光沢度による分類 

『リバーホーロー』のコミュニケーションボードとしての用途を表面光沢度によって区分しますと、図－

２のようになります。 

２－２　加工技術 

2－2－1　ホーロー用鋼板 

『リバーホーロー』用の鋼板は、ＪＩＳ規格のホーロー用脱炭鋼板ＳＰＰ材よりも炭素量が非常に少ない

特殊なホーロー用鋼板ＫＴＭ（JFEスチール製）を使用しているため、８００℃を超える高温焼成におい

ても変形やホーロー欠陥の発生がありません。 

2－2－2　釉   薬 

『 リバーホーロー 』は、下引き釉薬と鋼板との化学反応を促進させ、素地金属との密着性を高めるた

めに少量のコバルト、マンガン等の酸化金属を含んでいます。 

一方、上釉薬（仕上げ釉）白色系（白、アイボリー、グレー）にはチタン白上釉、また暗色系には透明

釉をベースに顔料を添加しております。　　 

使用目的に応じた独自の配合管理を行い、製品の品質管理を行っています。 

2－2－3　施   釉 

コンピューター管理されたロールコーター施釉装置や自動スプレー装置により、均一な膜厚管理を行う

と共に平滑な表面性状を作り上げ、使用目的に最適な製品を生産しています。 

 2－2－4　焼   成 

『リバーホーロー』は、下引き焼成後、上引きを施釉、焼成する２回掛けホーローが行われます。 

２回掛け焼成のためホーロー膜厚が厚く、錆びに強く、耐久性に優れています。 

また、焼成炉の内壁はセラミックファイバーで構成され、ラジアントチューブによる加熱方式を採用し

ており非常に熱効率が良く均一な温度分布の焼成炉になっています。 

《リバーホーローおよびアルミメッキ鋼板ホーローの断面構造図》 

『リバーホーロー』は２回掛けホーローの為、１回掛けのアルミホーローより防錆力に優れております。 

図－１　用途による区分 

 図－２　光沢度による分類 
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JFEリバーホーローマーカーボードは極めてスムースなセラミック表面をもち、マーカーの書き易さ、消しやすさ、見易さを実
現するとともに、錆び、磨耗、衝撃､引っかき､色あせに対して高い抵抗力を持っております。長期間の寿命を保証します。         

マーカーボード仕様・性能比較表 

◆マーカーボードの写像鮮映性（表面の反射と光のゆがみ）……蛍光灯を写した写真です。 

◆リバーホーローマーカーボードの特長 

《JFEマーカーボード》 

仕様・性能項目 仕様・性能規定 
JFE 

リバーホーロー 

Ａ社 

スチールホーロー 

B社 

アルミホーロー 

焼付鋼製白板 

（スチールホワイト） 

JIS S 6052－1987

規格番号 規格値 

注）範囲を示さない数値の表記は、代表値であり、保証値ではありません。 ＊１：厚膜により反りが大きく接着後のボード形状に不利。 
注）当社試験値による。 ＊２：アルミホーロー用 
 　　：他社との優位項目 

1．膜厚（表面ホーロー層） 

2．素材厚さ（母材厚）
 

 

3．膜厚（裏面ホーロー層） 

4．標準品との色差（　E） 

5．光沢度 （Gs 45） 

6．写像鮮映性 

7．モース硬度 

 

 

 

9．耐衝撃性
 

 

 

 

 

11．耐火性 

　　 不燃材認定 

R 4301 

 

 

R 4301 

K 5600 

Z 8741 

ー 

モース硬度 

 

 

 

R 4301
 

 

 

ー 

 

ー
 

 

B　0601
 

 

S 6052
 

 

S 6052
 

 

K 5400

50～200μm 

0.3mm以上
 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

 

 

 

ー
 

 

 

ー 

 

ー 
 

8μm以下
 

 

 

 

 

 

ー
 

 

ISO 2178 

 

 

ISO 2178 

ISO 7724-2 

ISO 2813　ISO 7668 

Wd（3-10mm） 

EN 101 

 

 

 

 

 

 

DIP25℃,1000 hrs 

 

DIN4102 

日本の建築基準法 

ISO 4287
 

 

 

 

 

 

 

120μm 

0.30～0.48mm
 

 

25μm 

　E=1.5 以下 

98% 

写　真 

6.5 

 

0.9mg 

 

20N以上
 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9322 

0.98μm
 

 

良　い
 

 

大変良い 

＊1　150μm 

0.3～0.4mm
 

 

35μm 

　E=1.5 以下 

104% 

20以下（写真） 

6.5 

 

1.25mg 

 

20N以上
 

 

 

変化無し 

 

不燃 クラス A1 

ー 

0.91μm
 

 

良　い
 

 

良　い 

65μm 

0.4～0.6mm
 

 

0μm 

ー 

105% 

写　真 

3.5 

 

1.70mg 

 

60N
 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9983 

3.66μm
 

 

良　い
 

 

大変良い 

40μm 

 

 

24μm 

ー 

93% 

ー 

2.5 

 

44.2mg 

 

ー
 

 

 

変化無し 

 

ー 

ー 

1.38μｍ
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

ー 

G 3133 

*2　G 3314

8．耐摩耗性 

　  テーバー式摩耗試験 

12．表面粗さ（粗度） 

　　 最大高さ（基準長さ2.5mm） 

13．マーカーのつきやすさ
 

 

14．マーカーの消去性 

摩耗試験時の質量減量 

（摩耗輪 CS-17/1kg） 

（1000回転） 

ISO 4532 

DIN 51155（<2mm） 

10．耐溶剤テスト： 

　　 トルエン、アセトン、 アルコール 、 

　　 ベンゼン、キシレン、石油 

消し残り、 

むらが無いこと 

かすれ､ 

むらが無いこと 

15．密着性 

　　（3｠絞りエリクセン試験） 

割れを認めるも 

剥離無し 

割れを認めるも 

剥離無し 

割れと剥離を 

認める 

書き易さ・見易さ 
平滑な表面のためマーカーペンでのスムーズな書き味と文字

部のコントラストが鮮明になり更に見えやすくなります。 

リバーホーローは下引き層、上引き層の２層構造で、ホーロー

塗膜が厚く錆びの心配がありません。 

（塩水試験後の外観写真参照） 
防錆性（腐食） 

消し易さ 
平滑な表面のためマーカーインクや専用イレーサにより簡単

に拭き取ることが出来ます。 

耐薬品性に強い釉薬配合により長期の使用に耐えるホーロー表

面で、トルエン、ベンゼン、アルコール等各種溶剤に対しても

ホーロー表面の変化はありません。 
耐酸性 

清掃性 

通常時は専用イレーサにより十分な清掃は出来ますが、汚れ

がひどくなった場合は別紙メンテナンス方法をご参照くださ

い。（通常は水拭き後空拭きで十分です） 

高温で釉薬をガラス化した硬いホーロー塗膜を作ることにより、

磨耗､衝撃､引っかき傷に対して高い抵抗力があります。 

モース硬度：6.5
耐久性 

耐燃焼性 
リバーホーローは100％不燃性です。 

認定番号　NM-9322 

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑な表面状態を生成。これに

より､書き易さ、消し易さの性能アップを実現しました。 
表面粗さ 

JFEリバーホーローチョークボードは極めてきめの細かなホーロー表面をもち、チョークの書き易さ、見易さ、消しやすさを実
現するとともに表面が非常に 硬く耐久性に優れております。 

チョークボード仕様・性能比較表 

◆チョークボードのチョーク付着性とコントラスト 

◆リバーホーローチョークボードの特長 

仕様・性能項目 仕様・性能規定 
JFE 

チョークボード 

Ａ社 

スチールホーロー 

B社 

アルミホーロー 

焼付鋼製黒板 

（スチールグリーン） 

JIS S 6007－2004

規格番号 規格値 

注）範囲を示さない数値の表記は、代表値であり、保証値ではありません。 ＊１：アルミホーロー用 
注）当社試験値による。 　　：他社との優位項目 

1．膜厚（表面ホーロー層） 

2．素材厚さ（母材厚）
 

 

3．膜厚（裏面ホーロー層） 

4．標準品との色差 (　E ) 

5．光沢度   (Gs 75）
 

 

6．チョーク付着性とコントラスト 

7．モース硬度 

 

 

 

 

 

 

10．耐火性 

　　 不燃材認定 

 

 

12．チョークのつきやすさ 
 

13．チョークの消去性 

R 4301 

 

 

R 4301 

K 5600 

Z 8741
 

 

ー 

モース硬度 

 

ー 

 

 

ー 

 

ー
 

 

B 0601
 

 

S 6007
 

 

S 6007 
 

S 6052

ー 

0.3mm以上
 

 

ー 

ー 

15％以下
 

 

ー 

ー 

 

ー 

 

 

ー 

 

ー 
 

19μm
 

 

ISO 2178 

 

 

ISO 2178 

ISO 7724-2 

 

 

Wd（3-10mm） 

EN 101 

 

 

 

 

DIP25℃,1000 hrs 

 

DIN4102 

日本の建築基準法 

ISO 4287
 

 

 

 

 

 

 

110μm 

0.30～0.48mm
 

 

25μm 

　E=1.5 以下 

13.7%
 

 

写　真 

5.5 

 

27.1mg 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9322 

14.42μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

120μm 

0.3～0.4mm
 

 

35μm 

　E=1.5 以下 

 

 

写　真 

5.5 

 

12.7mg 

 

 

変化無し 

 

不燃 クラス A1 

ー 

15.12μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

50μm 

0.4～0.6mm
 

 

0μm 

ー 

14.7%
 

 

写　真 

3.5 

 

26.7mg 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9983 

13.69μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

20μm 

 

 

26μm 

ー 

8.50%
 

 

ー 

1.5 

 

素材面露出 

 

 

変化無し 

 

ー 

ー 

9.15μｍ
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

G 3133 

*1　G 3314

8．耐摩耗性 

　  テーバー式摩耗試験 

11．表面粗さ（粗度） 

　　 最大高さ（基準長さ2.5mm） 

摩耗試験時の質量減量 

（摩耗輪 CS-17/1kg） 

（1000回転） 

9．耐溶剤テスト： 

　  トルエン、アセトン、 アルコール 、 

　  ベンゼン、キシレン、石油 

筆記跡および 

消しむら不可 

素地にいたる 

剥離不可 

線にむらがなく､ 

鮮明である 

14．密着性 

　　（鋼球落下（200g・45cm高さ）） 

書き易さ・見易さ 
平滑できめの細かな表面のためスムーズな書き味とかすれが

無いので更に見やすくなります。 

リバーホーローは下引き層、上引き層の２層構造で、ホーロー

塗膜が厚く錆びの心配がありません。 

（塩水試験後の外観写真参照） 
防錆性（腐食） 

消し易さ 

平滑できめ細かなホーロー表面であるため専用黒板消しによ

り簡単に拭き消すことが出来ます。 

（黒板消しの掃除はこまめに行ってください） 

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑なきめ細かな表面であるた

め、チョークの付着性がよく文字のカスレが無くコントラスト

がはっきりするため見やすくなりました。 

チョーク付着性と 

コントラスト 

清掃性 

通常時は専用黒板消しにより十分な清掃は出来ますが、汚れ

がひどくなった場合は別紙メンテナンス方法をご参照くださ

い。（黒板消しの掃除はこまめに行ってください） 

高温で釉薬をガラス化した硬いホーロー塗膜作ることにより磨

耗､衝撃､引っかき傷に対して高い抵抗力があります。 
耐久性 

耐燃焼性 
リバーホーローは100％不燃性です。 

認定番号　NM-9322

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑なきめ細かな表面状態を生

成。これにより､書き易さ、消し易さの性能アップを実現しま

した。 

表面粗さ 

17.8% 

（JIS規格外れ） 

ISO 2813 

ISO 7668

《A社スチールホーロー》 《B社アルミホーロー》 《JFEチョークボード》 《A社スチールホーロー》 《B社アルミホーロー》 



－3－ －4－ 

JFEリバーホーローマーカーボードは極めてスムースなセラミック表面をもち、マーカーの書き易さ、消しやすさ、見易さを実
現するとともに、錆び、磨耗、衝撃､引っかき､色あせに対して高い抵抗力を持っております。長期間の寿命を保証します。         

マーカーボード仕様・性能比較表 

◆マーカーボードの写像鮮映性（表面の反射と光のゆがみ）……蛍光灯を写した写真です。 

◆リバーホーローマーカーボードの特長 

《JFEマーカーボード》 

仕様・性能項目 仕様・性能規定 
JFE 

リバーホーロー 

Ａ社 

スチールホーロー 

B社 

アルミホーロー 

焼付鋼製白板 

（スチールホワイト） 

JIS S 6052－1987

規格番号 規格値 

注）範囲を示さない数値の表記は、代表値であり、保証値ではありません。 ＊１：厚膜により反りが大きく接着後のボード形状に不利。 
注）当社試験値による。 ＊２：アルミホーロー用 
 　　：他社との優位項目 

1．膜厚（表面ホーロー層） 

2．素材厚さ（母材厚）
 

 

3．膜厚（裏面ホーロー層） 

4．標準品との色差（　E） 

5．光沢度 （Gs 45） 

6．写像鮮映性 

7．モース硬度 

 

 

 

9．耐衝撃性
 

 

 

 

 

11．耐火性 

　　 不燃材認定 

R 4301 

 

 

R 4301 

K 5600 

Z 8741 

ー 

モース硬度 

 

 

 

R 4301
 

 

 

ー 

 

ー
 

 

B　0601
 

 

S 6052
 

 

S 6052
 

 

K 5400

50～200μm 

0.3mm以上
 

 

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

 

 

 

ー
 

 

 

ー 

 

ー 
 

8μm以下
 

 

 

 

 

 

ー
 

 

ISO 2178 

 

 

ISO 2178 

ISO 7724-2 

ISO 2813　ISO 7668 

Wd（3-10mm） 

EN 101 

 

 

 

 

 

 

DIP25℃,1000 hrs 

 

DIN4102 

日本の建築基準法 

ISO 4287
 

 

 

 

 

 

 

120μm 

0.30～0.48mm
 

 

25μm 

　E=1.5 以下 

98% 

写　真 

6.5 

 

0.9mg 

 

20N以上
 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9322 

0.98μm
 

 

良　い
 

 

大変良い 

＊1　150μm 

0.3～0.4mm
 

 

35μm 

　E=1.5 以下 

104% 

20以下（写真） 

6.5 

 

1.25mg 

 

20N以上
 

 

 

変化無し 

 

不燃 クラス A1 

ー 

0.91μm
 

 

良　い
 

 

良　い 

65μm 

0.4～0.6mm
 

 

0μm 

ー 

105% 

写　真 

3.5 

 

1.70mg 

 

60N
 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9983 

3.66μm
 

 

良　い
 

 

大変良い 

40μm 

 

 

24μm 

ー 

93% 

ー 

2.5 

 

44.2mg 

 

ー
 

 

 

変化無し 

 

ー 

ー 

1.38μｍ
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

ー 

G 3133 

*2　G 3314

8．耐摩耗性 

　  テーバー式摩耗試験 

12．表面粗さ（粗度） 

　　 最大高さ（基準長さ2.5mm） 

13．マーカーのつきやすさ
 

 

14．マーカーの消去性 

摩耗試験時の質量減量 

（摩耗輪 CS-17/1kg） 

（1000回転） 

ISO 4532 

DIN 51155（<2mm） 

10．耐溶剤テスト： 

　　 トルエン、アセトン、 アルコール 、 

　　 ベンゼン、キシレン、石油 

消し残り、 

むらが無いこと 

かすれ､ 

むらが無いこと 

15．密着性 

　　（3｠絞りエリクセン試験） 

割れを認めるも 

剥離無し 

割れを認めるも 

剥離無し 

割れと剥離を 

認める 

書き易さ・見易さ 
平滑な表面のためマーカーペンでのスムーズな書き味と文字

部のコントラストが鮮明になり更に見えやすくなります。 

リバーホーローは下引き層、上引き層の２層構造で、ホーロー

塗膜が厚く錆びの心配がありません。 

（塩水試験後の外観写真参照） 
防錆性（腐食） 

消し易さ 
平滑な表面のためマーカーインクや専用イレーサにより簡単

に拭き取ることが出来ます。 

耐薬品性に強い釉薬配合により長期の使用に耐えるホーロー表

面で、トルエン、ベンゼン、アルコール等各種溶剤に対しても

ホーロー表面の変化はありません。 
耐酸性 

清掃性 

通常時は専用イレーサにより十分な清掃は出来ますが、汚れ

がひどくなった場合は別紙メンテナンス方法をご参照くださ

い。（通常は水拭き後空拭きで十分です） 

高温で釉薬をガラス化した硬いホーロー塗膜を作ることにより、

磨耗､衝撃､引っかき傷に対して高い抵抗力があります。 

モース硬度：6.5
耐久性 

耐燃焼性 
リバーホーローは100％不燃性です。 

認定番号　NM-9322 

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑な表面状態を生成。これに

より､書き易さ、消し易さの性能アップを実現しました。 
表面粗さ 

JFEリバーホーローチョークボードは極めてきめの細かなホーロー表面をもち、チョークの書き易さ、見易さ、消しやすさを実
現するとともに表面が非常に 硬く耐久性に優れております。 

チョークボード仕様・性能比較表 

◆チョークボードのチョーク付着性とコントラスト 

◆リバーホーローチョークボードの特長 

仕様・性能項目 仕様・性能規定 
JFE 

チョークボード 

Ａ社 

スチールホーロー 

B社 

アルミホーロー 

焼付鋼製黒板 

（スチールグリーン） 

JIS S 6007－2004

規格番号 規格値 

注）範囲を示さない数値の表記は、代表値であり、保証値ではありません。 ＊１：アルミホーロー用 
注）当社試験値による。 　　：他社との優位項目 

1．膜厚（表面ホーロー層） 

2．素材厚さ（母材厚）
 

 

3．膜厚（裏面ホーロー層） 

4．標準品との色差 (　E ) 

5．光沢度   (Gs 75）
 

 

6．チョーク付着性とコントラスト 

7．モース硬度 

 

 

 

 

 

 

10．耐火性 

　　 不燃材認定 

 

 

12．チョークのつきやすさ 
 

13．チョークの消去性 

R 4301 

 

 

R 4301 

K 5600 

Z 8741
 

 

ー 

モース硬度 

 

ー 

 

 

ー 

 

ー
 

 

B 0601
 

 

S 6007
 

 

S 6007 
 

S 6052

ー 

0.3mm以上
 

 

ー 

ー 

15％以下
 

 

ー 

ー 

 

ー 

 

 

ー 

 

ー 
 

19μm
 

 

ISO 2178 

 

 

ISO 2178 

ISO 7724-2 

 

 

Wd（3-10mm） 

EN 101 

 

 

 

 

DIP25℃,1000 hrs 

 

DIN4102 

日本の建築基準法 

ISO 4287
 

 

 

 

 

 

 

110μm 

0.30～0.48mm
 

 

25μm 

　E=1.5 以下 

13.7%
 

 

写　真 

5.5 

 

27.1mg 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9322 

14.42μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

120μm 

0.3～0.4mm
 

 

35μm 

　E=1.5 以下 

 

 

写　真 

5.5 

 

12.7mg 

 

 

変化無し 

 

不燃 クラス A1 

ー 

15.12μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

50μm 

0.4～0.6mm
 

 

0μm 

ー 

14.7%
 

 

写　真 

3.5 

 

26.7mg 

 

 

変化無し 

 

ー 

NM-9983 

13.69μm
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

20μm 

 

 

26μm 

ー 

8.50%
 

 

ー 

1.5 

 

素材面露出 

 

 

変化無し 

 

ー 

ー 

9.15μｍ
 

 

良　い
 

 

良　い 
 

剥離無し 

G 3133 

*1　G 3314

8．耐摩耗性 

　  テーバー式摩耗試験 

11．表面粗さ（粗度） 

　　 最大高さ（基準長さ2.5mm） 

摩耗試験時の質量減量 

（摩耗輪 CS-17/1kg） 

（1000回転） 

9．耐溶剤テスト： 

　  トルエン、アセトン、 アルコール 、 

　  ベンゼン、キシレン、石油 

筆記跡および 

消しむら不可 

素地にいたる 

剥離不可 

線にむらがなく､ 

鮮明である 

14．密着性 

　　（鋼球落下（200g・45cm高さ）） 

書き易さ・見易さ 
平滑できめの細かな表面のためスムーズな書き味とかすれが

無いので更に見やすくなります。 

リバーホーローは下引き層、上引き層の２層構造で、ホーロー

塗膜が厚く錆びの心配がありません。 

（塩水試験後の外観写真参照） 
防錆性（腐食） 

消し易さ 

平滑できめ細かなホーロー表面であるため専用黒板消しによ

り簡単に拭き消すことが出来ます。 

（黒板消しの掃除はこまめに行ってください） 

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑なきめ細かな表面であるた

め、チョークの付着性がよく文字のカスレが無くコントラスト

がはっきりするため見やすくなりました。 

チョーク付着性と 

コントラスト 

清掃性 

通常時は専用黒板消しにより十分な清掃は出来ますが、汚れ

がひどくなった場合は別紙メンテナンス方法をご参照くださ

い。（黒板消しの掃除はこまめに行ってください） 

高温で釉薬をガラス化した硬いホーロー塗膜作ることにより磨

耗､衝撃､引っかき傷に対して高い抵抗力があります。 
耐久性 

耐燃焼性 
リバーホーローは100％不燃性です。 

認定番号　NM-9322

釉薬配合・特殊施釉技術により平滑なきめ細かな表面状態を生

成。これにより､書き易さ、消し易さの性能アップを実現しま

した。 

表面粗さ 

17.8% 

（JIS規格外れ） 

ISO 2813 

ISO 7668

《A社スチールホーロー》 《B社アルミホーロー》 《JFEチョークボード》 《A社スチールホーロー》 《B社アルミホーロー》 



－5－ －6－ 

塩水噴霧試験後の表面状況（マーカーボード） 

リバーホーロー アルミメッキ鋼板ホーロー 

於：（財）建材試験センター 

塩水噴霧試験後の表面状況（チョークボード） 

リバーホーロー アルミメッキ鋼板ホーロー 

於：（財）建材試験センター 

錆び部 

錆び部 

錆び部 

錆び部 



－5－ －6－ 

塩水噴霧試験後の表面状況（マーカーボード） 

リバーホーロー アルミメッキ鋼板ホーロー 

於：（財）建材試験センター 

塩水噴霧試験後の表面状況（チョークボード） 

リバーホーロー アルミメッキ鋼板ホーロー 

於：（財）建材試験センター 

錆び部 

錆び部 

錆び部 

錆び部 



－7－ －8－ 

リバーホーロー（マーカーボード）のご使用時における注意事項、メンテナンス方法をご案内申し上げますの

でよろしくお願い申し上げます。    

１．リバーホーロー（マーカーボード） 

マーカーボード 

マーカーボードは使用環境によっては表面が著しく汚染したり、消えが悪くなることがございますがそ

の原因は以下のことが考えられます。     

また、汚れ、消えが悪くなった場合のメンテナンス方法をご案内いたします。    

著しい汚染の原因 

①　イレーサーが著しく汚れたものをご使用されますとマーカーボードの表面も顕著に汚れます。 

②　マーカー描書後すぐに消去するとインクが乾燥していないため汚れが表面に広がります。 

③　表面清掃に中性洗剤や汚れた雑巾を使用すると板面に残った洗剤や水垢がイレーサーの汚れを吸着

し汚れることがあります。 

④　暖冷房排気風、タバコのヤニ、手垢、指紋がボード表面につくと著しく汚れることがあります。 

マーカーの消えが悪くなったときのメンテナンス 

①　描書した文字がカスレたり、色が薄くなったマーカーは新しいマーカーにお取替えください。 

②　繊維が擦り切れ、破れたイレーサーは新しい物と交換をしてください。また、著しく汚れたイレー

サーは一度水洗い、をして十分に乾燥した綺麗なものをご使用ください。 

③　酸、アルカリ等の薬品や中性洗剤による清掃はおやめください。 

リバーホーロー（マーカーボード）の通常のお手入れは、綺麗な雑巾で水拭きと空拭きで十分です。 

リバーホーロー（チョークボード）の通常のお手入れは、チョーク粉末を落とした黒板消しで黒板表面
を清掃するだけで十分です。 

著しい汚染時のメンテナンス 

①　ボード表面を綺麗な雑巾で水拭きをした後、乾いた雑巾で空拭きし水シミが無くなるように拭き取

ってください。 

②　上記メンテナンスで汚れが取れない場合は、市販のエチルアルコール（９９．９％）でクリーニン

グしてください。 

なお、汚れた雑巾や中性洗剤等のご使用は、逆に汚染しやすくなりますので、ご使用はお控えくだ

さい。 

③　イレーサーが著しく汚れた場合は、水洗い後十分に乾燥させ綺麗なものをご使用ください。 

④　イレーサーは毛足の長いものの方が消去性能に効果があります。 

マーカーの消えが悪くなる原因 

①　古くなったマーカー（描書した文字にカスレたり、色が薄くなった状態）は、インク成分のバラン

スが悪くなるため通常使用時においても消えが悪くなることがあります。 

②　長期間の書置きおよび日光や暖冷房の排風が当たる場合は消えが悪くなる場合があります。 

③　古くなったイレーサー（繊維の擦り切れ、破れ）、マーカー粉塵が多量に付着したイレーサーを使

用しますと消えが悪くなります。 

④　ボード表面を酸、アルカリ等の薬品や中性洗剤で清掃しますとマーカーの消えが極端に悪くなりま

す。 

リバーホーロー（チョークボード）のご使用時における注意事項、メンテナンス方法をご案内申し上げますの

でよろしくお願い申し上げます。 

２．リバーホーロー（チョークボード） 

チョークボード 

チョークボードもマーカーボードと同様に使用環境によっては表面が著しく汚染したり、消えが悪くな

ることがございますがその原因は以下のことが考えられます。また、汚れ、消えが悪くなった場合のメ

ンテナンス方法をご案内いたします。 

著しい汚染および消去性が悪くなる原因 

①　長期間使用した黒板は、チョーク粉末の表面堆積や手油等の付着により、汚染が著しくなることが

あります。 

②　黒板表面を汚れた雑巾や中性洗剤で清掃すると汚れを付着させることがあります。 

③　薬剤のついている布、モップ等で清掃すると薬剤の付着により消去性が著しく悪くなることがあり

ます。 

④　チョーク粉末が著しく付着した黒板消しをご使用いたしますとボード表面を著しく汚染いたします。 

⑤　古くなり、繊維の擦り切れ、破れの黒板消しをご使用いただくとボード表面を著しく汚染いたしま

す。 

⑥　黒板表面を酸、アルカリ等の薬品で清掃されますとチョークの消えが極端に悪くなることがありま

す。 

著しい汚染および消去性が悪くなる時のメンテナンス 

①　黒板消しは絶えず黒板消しクリーナー（電動式）等でチョーク粉末を除去してご使用ください。　 

②　古くなって、繊維の擦り切れ、破れがある黒板消しは新しい黒板消しと交換をお勧めします。 

③　長期間使用して汚染が進行したボード面は綺麗な雑巾で水拭き,その後空拭きを行ってください。 

④　黒板表面を酸、アルカリ等の薬品で清掃することはおやめください。 

＊　チョークボードは、使用初期に描書文字部の色残りが認められる場合があります。この様な場合は、良く使い込んで頂きま

すようお願い申し上げます。（書き込みを繰り返す、または、ボード全面にチョークを塗り消す） 



－7－ －8－ 

リバーホーロー（マーカーボード）のご使用時における注意事項、メンテナンス方法をご案内申し上げますの

でよろしくお願い申し上げます。    

１．リバーホーロー（マーカーボード） 

マーカーボード 

マーカーボードは使用環境によっては表面が著しく汚染したり、消えが悪くなることがございますがそ

の原因は以下のことが考えられます。     

また、汚れ、消えが悪くなった場合のメンテナンス方法をご案内いたします。    

著しい汚染の原因 

①　イレーサーが著しく汚れたものをご使用されますとマーカーボードの表面も顕著に汚れます。 

②　マーカー描書後すぐに消去するとインクが乾燥していないため汚れが表面に広がります。 

③　表面清掃に中性洗剤や汚れた雑巾を使用すると板面に残った洗剤や水垢がイレーサーの汚れを吸着

し汚れることがあります。 

④　暖冷房排気風、タバコのヤニ、手垢、指紋がボード表面につくと著しく汚れることがあります。 

マーカーの消えが悪くなったときのメンテナンス 

①　描書した文字がカスレたり、色が薄くなったマーカーは新しいマーカーにお取替えください。 

②　繊維が擦り切れ、破れたイレーサーは新しい物と交換をしてください。また、著しく汚れたイレー

サーは一度水洗い、をして十分に乾燥した綺麗なものをご使用ください。 

③　酸、アルカリ等の薬品や中性洗剤による清掃はおやめください。 

リバーホーロー（マーカーボード）の通常のお手入れは、綺麗な雑巾で水拭きと空拭きで十分です。 

リバーホーロー（チョークボード）の通常のお手入れは、チョーク粉末を落とした黒板消しで黒板表面
を清掃するだけで十分です。 

著しい汚染時のメンテナンス 

①　ボード表面を綺麗な雑巾で水拭きをした後、乾いた雑巾で空拭きし水シミが無くなるように拭き取

ってください。 

②　上記メンテナンスで汚れが取れない場合は、市販のエチルアルコール（９９．９％）でクリーニン

グしてください。 

なお、汚れた雑巾や中性洗剤等のご使用は、逆に汚染しやすくなりますので、ご使用はお控えくだ

さい。 

③　イレーサーが著しく汚れた場合は、水洗い後十分に乾燥させ綺麗なものをご使用ください。 

④　イレーサーは毛足の長いものの方が消去性能に効果があります。 

マーカーの消えが悪くなる原因 

①　古くなったマーカー（描書した文字にカスレたり、色が薄くなった状態）は、インク成分のバラン

スが悪くなるため通常使用時においても消えが悪くなることがあります。 

②　長期間の書置きおよび日光や暖冷房の排風が当たる場合は消えが悪くなる場合があります。 

③　古くなったイレーサー（繊維の擦り切れ、破れ）、マーカー粉塵が多量に付着したイレーサーを使

用しますと消えが悪くなります。 

④　ボード表面を酸、アルカリ等の薬品や中性洗剤で清掃しますとマーカーの消えが極端に悪くなりま

す。 

リバーホーロー（チョークボード）のご使用時における注意事項、メンテナンス方法をご案内申し上げますの

でよろしくお願い申し上げます。 

２．リバーホーロー（チョークボード） 

チョークボード 

チョークボードもマーカーボードと同様に使用環境によっては表面が著しく汚染したり、消えが悪くな

ることがございますがその原因は以下のことが考えられます。また、汚れ、消えが悪くなった場合のメ

ンテナンス方法をご案内いたします。 

著しい汚染および消去性が悪くなる原因 

①　長期間使用した黒板は、チョーク粉末の表面堆積や手油等の付着により、汚染が著しくなることが

あります。 

②　黒板表面を汚れた雑巾や中性洗剤で清掃すると汚れを付着させることがあります。 

③　薬剤のついている布、モップ等で清掃すると薬剤の付着により消去性が著しく悪くなることがあり

ます。 

④　チョーク粉末が著しく付着した黒板消しをご使用いたしますとボード表面を著しく汚染いたします。 

⑤　古くなり、繊維の擦り切れ、破れの黒板消しをご使用いただくとボード表面を著しく汚染いたしま

す。 

⑥　黒板表面を酸、アルカリ等の薬品で清掃されますとチョークの消えが極端に悪くなることがありま

す。 

著しい汚染および消去性が悪くなる時のメンテナンス 

①　黒板消しは絶えず黒板消しクリーナー（電動式）等でチョーク粉末を除去してご使用ください。　 

②　古くなって、繊維の擦り切れ、破れがある黒板消しは新しい黒板消しと交換をお勧めします。 

③　長期間使用して汚染が進行したボード面は綺麗な雑巾で水拭き,その後空拭きを行ってください。 

④　黒板表面を酸、アルカリ等の薬品で清掃することはおやめください。 

＊　チョークボードは、使用初期に描書文字部の色残りが認められる場合があります。この様な場合は、良く使い込んで頂きま

すようお願い申し上げます。（書き込みを繰り返す、または、ボード全面にチョークを塗り消す） 
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